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特集・子どもと社会・文化1

子ども文化と絶対的価値

せん　　　　　　こく　　　　　　　　たもつ

千　　石　　　保
日本青少年研究所長

　クラスの人気者

先生からみた子どもと、子ども仲間からみた子ど

もでは、見方のものさしが違っている。先生からみ

て良くできる子どもは、必ずしも、子ども仲間の尊

敬を受けない。

　おもしろいことに、同じ子どもからみたものさし

でも、日奉と諸外国、例えば、アメリカでは大きな

違いかある。このことは、大人文化と子ども文化の

違い、日奉とアメリカの文化の違いということがで

きるだろう。

　日本の学校でのクラスの人気者は、「面白い子」で

ある。アメリカの学校でのクラスの人気者は、「強い

子」「親切な子」である．面白い子と強い子、面白い

子と親切な子では、大きな違いがある。

　先生からみた違いもある。アメリカでは、もちろ

ん勉強のできる子は良い子だが、それよりは、強い

チか評価される。日本ではなにより、勉強のできる

子の評価が高く、そうでないと、先生自体の評価が

低くなってしまう。なんといっても、有名校へどtL

だけ進学させたかが、評価の基準であり、従って、

先生の子どもをみるものさしも　’，自ら決まってくる

ことになろう。

　図1はクラスの人気者の小学4、5、6年生の比

較だが、日本とアメリカでは、面白さをめぐって大

差のあることを知る。中学生・高校生になると、い

よいよ日本の傾向がはっきりする。NHK調査による

と、「ユーモアのある人」は、小学生の4割から約7

図1． クラスの人気者
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割になり、大勢は「面白」へ移行し、勉強の価値は

ますますもって下落する。

　アメリカで「強い子」「親切な子」とは、どんな子

かを、もう少し具体像で追ってみよう。カルフtル

ニアの中学で、クラスの人気者といわれる黒人の女

の子にインタビューした。彼女は将来政治家を志し

ているとのことで、日常’生活はこうである。

　放課後、必ず図書館へ行って約1時間勉強する。

家へ帰って、家業の雑貨商の手1云いをしてから、コ

ミュニティの非行防止活動をする。夜は更に歴史的

な名著といわれる本を読む。学校生活では、教室移

動の際には、必ず足の悪い子に肩を貸すe図書館で

の勉強の際には、勉強の不得意な子に教える。

　彼女の行動はなかなかに立派で、それ自体を評価

すべきだろう。しかし、アメリカ人の眼は、もう少

し違った見方をしていることに気付いた。彼女のい

わば道徳的な行動もさることながら、彼女がそうし

ようと決めたことを、確実に守っていること、つま

り「強いこと」を評価しているらしい。

　事実、彼女自身も、私は「自分で決めたこと」を

必ず実行している、と強調したし、クラスの子ども

たちも、彼女は強い意志をもっていると評価したの

であった．誰に対しても親切であることも重要だろ

う。「とても親切」というふうに、クラスの子どもたち

が、異口同音に答えた。

　翻って日本の現状をみる。面白い子、ジョークの

うまい子が人気者である。先生に対する評価も同ヒ

で、「面白い先生」が圧倒的に人気があり、受験に強

い先生、規則にうるさい先生は、すっかり敬遠され

ている。

世界の児東と母性

　なぜ、面白いことが評価されるのか。そこが問題

である。昔は、指導性をとっても、好感性をとって

も、文武両道に秀でた者が高い価値をもっていた。

勉強もできスポーツもできるのは、アメリカの今日

の価値とやや似ている。勉強もスポーッもというの

は、自分の意志が強くなければなちないからで、両

者は通底している。

　昭和35年に池田倍増内閣ができてから、日本は経

済成長の一途を辿った。これと軌を一にして、スポ

ーツの人気が高まった。なかでも、スポーツ根性は、

子どもたちのなかで人気抜群となっていった。甲子

園をめざして、頑張ることは、子どもたちの心に深

く刻み込まれ、マンガでも巨人の星というスポ根も

のが、圧倒的人気を博するようになったのである。

　スポーツと根性は、なお、努力を価値とし、それ

は、真面目であること、誰もがそれを価値と考えて

疑わないことで、絶対的価値としての位置をもって

いた。国民すべてが、勉強に生産に頑張り努力し、

これが正しいことを、誰もが疑わなかったのである。

　面白の登場

　昭和48年暮れに、オイルショックが起きた。従来

の高度成長は低成長を余儀なくされ、国民の価値観

に微妙な影響を与える。「うさぎ小屋に住む働き蜂」

と自嘲し、「そんなに働いてどうする」と自問するよ

うになった。子どもたちの世界にも、この波紋が静

かに広がったようである。

　昭和52年になって、大人の価値観も子どもの価値

観も、いわゆる意識調査でみる限1，、従来と大きく

変わったことがわかってきたe特に若者の価値観は、
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はっきO変わった。例えば、政党支持をみても、革

新離れか急速に進んだ。なかでも、社会党の急落ぷ

りが激しかった。若者たちは保守化した、とも考え

られたが、同時に政党離れも進み，「支持政党なし」

という、今までになかった現象が起きた。これは、

保守化で説明できない、別の何かがあることを思わ

せるし、例えば、性の解放は保守化では解決できな

い現象でもあった。

　何かが起きている。われわれは、この「何か」と

は何かに思い悩んだ。こうして数年を経て、この何

かが、おぽろげながら、形を現わすようになってき

た。それが「面白い」ことであるらしい。

　思いもよらぬ不意打ちを喰ったような変化だった。

オィルショックで日本経済が不振となったのだから、

より一層、努力、根性の今までの価値が強化されね

ばならないはずである。終戦後辿った日本人の価値観

の延長で未来を読み現状を分析するなら、努力の必

要性にゆるぎなく強固なはずである。

　新しい価｛直観は、しかし、全く別の要素から起き

たようだった。努力、根性の反対に、

面白いことが価値あるものとして浮

かび出てきたのである。

　経済成長期にクラスのり一ダーだ

ったのは、スポーツに強い子、つま

り、スポコンである。その証拠に、

巨人の星が当たb）に当たった。これ

に取って替わったのが「キン肉マン」

である。キン肉マンに巨人の星が組

み敷かれたのであった。

　週刊少年ジャンプは、このキン肉

マンの連載で、毎週、実に400万部余りの発行部数

を誇るようになった。すべての男子中学生・高校生

の総数が約400万であることを考えると、このキン

肉マンは、子どもたちすべてのアイドルであること

が理解されるだろう。

　キン肉マンはプロレス物語だから、マンガのジャ

ンルでは、スポーツものである。だがその内谷は、

巨人の星とあまりにも様違いであった。ドジで間抜

けで弱いのが、主人公のキン肉マンであり、耐えて

頑張って遂に勝利を摺む巨人の星とは、あまりにも

対照的である。キン肉マンは弱いレスラーだから、

いよいよここ一番の大勝負を前にして、逃げ腰にな

る、ヘマぱっかりやる、という主人公である。

　はっきりいって、子どもたちは、キン肉マンをか

らかい、ドジったのを見て大笑いする。つまりは、

マンガの中のパロディに共感しているのである。

　昭和55、6年から、パロディという面白タイブが

はっきり定着した。クラスでは、スポーツ選手は人

気Nn　1ではなくなり、勉強ができることは、つとに

キン肉マン巨人の星を制す
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影を薄くしていったのだった。面白い子、ユーモア

のある子、冗談のうまい子がクラスの人気者として

登場してきた。

　絶対的価値の崩壊

　巨人の星の主人公は、父親のシゴキを受けて、そ

れに耐え．歯を喰いしばって頑張る。物語にL貫し

て流れるのは、努力価値である。巨人の星の没落か

らキン肉マンへの変化は、努力価値の崩壊というこ

とができる。努力することは、誰にとっても疑うこ

とのできなかった価値から、人によって異なった評

価を受けるようになった。

　そんなに働いてどうする、という考えは、努力価

値の相対化である。「隣の○○君を見習って、あんた

ももっと勉強しなさい」とお母さんが言う。「いいヒ

やない、ああいう人もいて」と子どもが答える。勉

強の相対化である。今日は制服で行かねばならない、

といった日常の約束ごとも、平服で行ったって絶対

駄目というわけでない、と考える。世を挙げて個性

化、個別化である。臨教審でも個性主義を挙げて、

絶対主義の否定を行った。

　規範の崩壊はさまざまな分野で起こった。絶対的

価値の崩壊は、また規範の崩壊を意味するから、社

会的約束ごとが相対化し、よく言えぱ、柔軟化して

いった。なかでも、性についての規範は、大きく変

化し、相対化した。ある人にとってそれでも良い、

ある人にとってそれは悪い、と考えられる現象が次

々に起き、もうそこには、規範と呼べるものがなく

なったかの現象を呈している。

　なかでも注目されるのは、努力価値である。努力

　　　　　　　　　　　　　　　　世界の児童と母性

価値の相対化は、かつての日本の頂点にあった価値

の崩壊を意味している。

　努力はさまざまな現象レベルに分解できる．努力

は真面目であることを内包していたし、表面的であ

るより、内面的なもの、心の分野でのものであり、

より犠牲的であり、未来指向的であった。

　努力という絶対価値の崩壊は、真面目であること

を相対化させた。真面目であることを嫌い、価値の

ないことと考えさせた。真面目の対極にあるのは、

ふざけることである。だから、真面目を価値のない

ものとして、「マジ」と呼んで人を軽蔑し、真面目を

からかうことが、面白いことの頂点として、パロデ

ィを生み出した。

　努力のもつ内面性は、表現性にとって変わられる

ようになった。TVにもラジオにも雑誌にも、素人

の登場がもてはやされる。表現することは良いこと

であり、新しい価値を代表するものと位置づけられ

るようになった。われわれは、絶対主義の崩壊から

表現主義に変化したと捉え、これを表現主義〔expres－

sivism）と命名した、メダツことが良いことなので

ある。ラジオ・TV・雑誌への投稿がやたらに多く、

これに応える形でDJが番組を進める。野球も兇る

ものというよ1）　．これをダシにして風船を上げたりt

色付きのメカホンを持って楽しむ。観客が主役でト

ラキチフィーパーは、この間の事情を見事に示して

いる。表現主義なのである。

　努力のもつ自己犠牲の側面は、自己忠実主義どな

って現われてきた。自分らしく生きる、自分に忠実

に生きることが若者の合言葉となっている。それは

自分の欲求に忠実に生きることであり、他人のため、

5



会社のため、上司や友人のために自分を犠牲にする

ことではない。自分らしく生きるという若者得意の

言葉は、規範や目標に捉われず、自分の好み、自分

の力の範囲で生きることを意味する。規範や目標は

絶対的価値に支えられていることを思えば、自分ら

しく生きることは、絶対価値の否定にほかならない。

　将来に備えて今を耐えることは、努力の内包する

価値として重要な位置を占めていた。やがての楽し

み、やがての安定のために現在を否定することは、

絶対的価値であった、この否定から生まれたのが、

現在の快楽であり、ヘドニズムの本質にほかならな

い。若者たちの快楽主義は、絶対的価値としての未

来指向を相対化することから生まれたのであった．

　絶対主義の崩壊から生まれた相対主義は、人さま

ざまの生き方、考え方の肯定でもある．一生懸命に

頑張る人もあって良ければ、怠ける人もあって良し、

フォーマルを好む人、インフt一マルを好む人のさ

まざまな存在を許すことになる。だから、若者たち

の間に、議論が成立しなくなったというべきだろう。

そうでなければならない、という議論は、相対主義

にあってはあり得ないからである、

　人間関係の稀薄化

　人間関係が稀薄になったといわれている。社会に

絶対的価値規範がないと、子どもを規範に合致させ

るための、いわゆる「社会化」が不必要となる。努

力という絶対価値か失われると、努力という目標か

姿を消すことになり、緊張や葛藤を味わうこともま

た消失する。若者の社会化とは、自分がなぜこんな

に努力し、残業し、友だちのために頑張らねばなら

6

ないかと反抗し、やかて、この価値に同化する．日

本の若者に、青年期のいわゆる第二反抗期がなくな

ったといわれている，絶対的価値規範の同化のため

の緊張と葛藤が消失したからにほかならない．

　同化のための緊張や葛藤が、友人関係の底を深い

ものとする。悩み心配ごとは、友情であれ、恋愛で

あれ、勉強であれ、他人と同一化するための緊張葛

藤である。己れは己れ、人は人の相対主義では、悩

みや心配ごとは次元の低いものでしかない。人間関

係の稀薄化、第二反抗期の消失は、絶対的価値規範

の相対化から発生した．

　自分の悩みごとを素直に話すこと、自分の心の底

まで語ることを、「自己開示1といっている。特に宗

教の世界では、自己の煩悩を克服すること、絶対的

価値の世界にまで到達するための厳しくも激しい人

間関係、真理をめく’っての人間関係か火花を散らす。

そこに、われわれは友情や真理を見つけようとした。

この世界での人間関係は、まさに深い；k　rkのもので

あり、相互の自己開示は当然の前提であったe

　若者たちは、議論をしなくなり、喧嘩という言葉

も、この世から忘れ去られようとしている。中国の

留学生たちは、日本で喧嘩を見ないことに驚きを感

ずるという．

　若者たちはやさしく、おとなしく、素直である、

自分が傷つくことを恐れ、また、他人を傷つけるこ

とも恐れる．しかし、だからといって、決して他人

にSUVJではないし、思いやりがあるわけでもない、

極めて表面的に友好を保つこと、深刻でないことを

好んでいるだけである。若者の「群れ」現象は、絶

対的価俺規範が相対化したことから生じているとい



わねばならなL㌔

　多くの若者は、デートはいいが、恋愛はしたくな

いという。恋愛は自分が傷つき、他人を傷つける可

能性があり、深刻で重たいからと理由を述べる。そ

れに引きかえ、デートは自分も相手も傷つくことな

く楽しい。

　結び

　若者の価値観がすっかり変わり、友人関係が稀薄

となって、楽しいと同時に、もの足りなさを感ずる

ようにもなっている，やたら友人の数が多く、かと

いって、自己開示に至らない。うすうす、これはお

かしいと感じつつある。考えてみると、絶対主義の

崩壊は緊張と葛藤を取り除いたが、すべてのことは、

架空な表面的なものでしかない。いずれも、にせも

のでしかないとも思える。

　若者の大好きな音楽にしても、ファッションにし

ても、たまたま、奇抜であったから受けた時代は過

ぎつつある。あらゆる記号論における差異性を体験

して、それらの中味のなさ、軽さ、一過性を味わい

もした。ここから、「本もの」指向が生まれるかどう

かが見ものである。本ものでなければならない、と

多くの若者たちが思っていることも事実だが、その

本ものとは、永遠性、絶対的真実、絶対的善、絶対

的美に結びついていくかが見ものである。とりも直

さず、これらの価値は絶対的価値にほかならないか

らである。

　円高不況や中進国の追い上げで、日本経済は深刻

な状況に置かれている。かつてのように、働き蜂の

復活をみることになるだろうか。絶対的価値の崩壊

　　　　　　　　　　　　　　　世界の‘尼寛と母性

は、豊かさゆえの相対化を生んだ一つの要因である。

この要素も無視するわけにはいくまい。

　本もの指向の要因は、かなり熟しつつあるといえ

るだろう。しかし、多分、再び絶対的価値への回帰

があるとも思えない。豊かさが全くなくなるわけで

もないことも一つだが、個性化、個性主義の渇望も

依然として強く、個性化の正当視がすべての国民に

通底しているからである。

　いま一つ忘れてはならないことがある。絶対的価

値の崩壊か、オイルシ∋ックという引き金によって

幕を開いたという事実である。不況はより勤勉努力

を求めこそすれ、努力の価値を相対化するとは子想

だにされなかった事柄である。にもかかわちず、努

力信仰が疑問視さtLるようになった。

　オイルショ・ソクでの不況、狂乱物価は、より個別

化、個人依存、自分の腕や技術に依存しようという

方向に働いたのだった。円高不況や中進国の追い上

げによる重厚長大産業の不振、人員整理は、人をし

て、会社絶対、自己犠牲絶対をますます不信に導く

であろう。だとすると、絶対主義の相対主義化は衰

えることなく、続くと予測できないか。

　新しい価値観の誕生をみることとなるかどうかが、

二つの価値の攻めぎ合いの状態となって、しばらく

は混迷を続けるように思われる。だが、少なくとも

こうはいえまいか。人間の社会にあって、絶対的魎

値の否定はあり得まい。何時までも、ふざけ合って

いるとしか思えないことも事実である。アメリカの

クラスの人気者が、日本のクラスでも尊敬されるこ

とが正しい。それが「絶対」と思うかどうであろう

か。
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特集・子どもと社会・文化1

外国の若者文化

そえ　　　　　’三

副　　田

筑波大学教授

義 ・

也

　若者文化は国境を越えてひろがる。今日、青年た

ちの行動様式の一部は、責本主義社会にも社会主義

社会にも、高所得国にも低所得国にも共通して見い

だされる。たとえばジーンズ。アメリカ合衆国の青

年たちかはきはじめたジーンズを、パリでも、東京

でも、モスクワでも、北京でも、青年たちがはいて

いる。彼らは、異なった政治体制のもとにあっても、

異なった発展段階におかれても、ジーンズに共通の

魅力を見いだしているのだ。これは、社会学的観点

からみると、興味深い現象のひとつである．

　M．A．デカンはパリ第五大学［ソルボンヌ）で杜

会心理学を講義している若い研究者であるが、「流行

の社会心理学」という本を書き、そのなかで、この

ジーンズの魅力について論じている．彼によれば、

それは4つの要素に区分される．

　lDアメリカ文化

　若い人々の服装はアメリカの影響を直接に受けて

いる，「カリフォルニアのジーンズと米国旗の星条旗

に着想をえた装飾モチーフ」が、世界の若者文化に

．普遍化した．この点について、デカンはそれ以上の

詳しい記述をしていないか、このアメリカ文化の本

質的価値とされているのは自由・．’拝等であろう．。冷

戦やヴェトナム戦争で世界政治の敵役にされ、人柿

差別でイメージ・ダウンを被りながらも、アメリカ

はL他国と比較すればもっとも自由で平等な社会で

ある、

　（2）ヒッピー運動

　これは、消費社会、脱産業文明がもたらした浪費

に対する「うんざり感」を表明するものである。ま

た、広告とマス・メテfアが周期的に押しつけてく

る流行と区別される本物の衣服、安定したパーソナ

リティを表現する衣服を求めるものである。伺じジ

ー ンズ、同じセーターを着つづけることで、青年た

ちは．コマーシャリズムの操作…的な働きかけに対し

て、私は私だと、自己のアイデンティティを主張し

つづけるのである。

　（3）ユニセックス

　衣服の伝統的な機能のひとつは、男性と女性を区

別することであった。女性はドレスを着るという社

会的約束があった、デカンによれば、ドレスの本質

は、円筒型の衣服であり、それは、女性の身体が頭

から胸、胴にかけて円筒型の連なりであるのに．脚

の付け根から二股にわかれ、そこに性器があるのを

隠そうとする働きをする．、その働きを通じて、ドレ
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スは、．女性か性的存在で．あることを示唆し、彼女の

蓋恥心を増大させ、彼女を多くの社会的活動から遠

さ’けた　パンタロンやジーンズは、女性の社会参1川

が進み、女性の衣服か男性のそれに近ついた結果で

ある．特にンーンズは、男女か共通に着用すること

から、性を区別する機能をなくし、画性の平等の象

徴になった，

　1’41年齢階級闘争

　ジーンZ’は性の区別をりこす機能をなくすかわりに、

年齢の区別をぷす機能をも一：・た　それはへこんだ腹、

L圭一・，た腰や尻によく似合う衣服て’ある．ところか、

飢餓か日常的でない社会では、成ノ、期に人ると肥満

がはLまるのかふつうである，これは、富裕化が進

む工業化杜会で：ま特にはなはだしい，ジョギンク．．や

ダイエ．・トは、告しく、はかない抵抗でしかない

そこで．、ジーンズは、若い人々の身体の格好のよさ

を誇示し、その価値か成人たち、．老人たちから失わ

れたことを見せつける働きをする、成人などのジー

ンズに対する憤慨には、なにほどか嫉妬の感情かま

墨一

広場でギターを楽しむ若者

．鬼一山、

†廿．界ゐ1亙象．ヒte性

じっている。

　これと関連して、テ．．カンの、パンタロンの流行に

関する研究結果も興味深い．それは最初に幼い女の

1’一たち、ついで少．女たち、若い女性たち、中年女性

たちの順で流行していうたのである．つまり、ハン

クロンにおける年齢階級闘争は、成人女性の屈伏で

けりかついたのであ・った、

　さて、一万では、このようにして若者文化の国際

性か認められるのて．あるか、他方てはその階級性が

依然として存在している社会か少なくない．イギリ

ス、西ドイツなどは、中産階級と労働者階級の区別

か、かつてに比較すればあいまいになり、格差の収

敏がU立つようになってきているにせよ、行動様式

の領域によっては明瞭に見いだされる．，若者文化に

思い思いの服装をした学生たち 「共同提供’．
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ついていえば、性行ψサては、階扱間ゾ’差異は耳ス敵に

lfi】か．〔ている　しかL、学二校、同年齢集卜h、政治nヨ

な異議申し虻てなどについて：ま、2つのi荷級釣‘li」年

たちはむ・Lろt・」．照的な動きを見．竺つつ：＋ている

　J．R．Zljスは、ニュ・一ンヤージ・一・ト1・L　・1’：ラトカ「一

ズ大学の｝1二会史の教授であるが、「若者の社会史」．と

」・うメミ．著をi昏き、そ」乃なカ・て、．払：者文fヒゾソ1：皆i…厄「｝三を

ヨーロ’ハの現実に即L．て浮き彫りにしている．彼

：二、　9t　’：；r」｝：者klfヒとL．tう．考．る一行：こ㍗・1．レ受｛＋入￥tl・ら

れないものにな．．，ているヒ1玉へ、hl7工咋代so　fl’一代

ゾ）きび．しい矛．fi，］ftY，kP，S・は、’1二皆級のない豊力・な社会．．．　と

」・う±〕昔三を」rち‘㍗c・・．：Lま．．、たカ・らたという　｛皮二乃

ぶな論．1艮を間介する．

．．1’性行動

イキリスてもド．イツても、労働者階級ク）若者㌘）ほ

f

　　　i

⊥

うが、男女ヒも、中産階莱膨の若持よりはやく1性1的体

験をもつ傾r司かあ一、たか．そゾ♪格莞：．：縮・小してきて

いる．．すべての．杜会階層て、初i朝年齢かい｝．tl’・川｜て．1

b月すつド降Lてきている　少年は1［刈（1年には23歳

で成弊，したう㍉いまほ］ア歳て成熟1こ達する．白．年．期

の『性欲にt”tLて社会は寛在にな・．・てきておリ、愛『情

力・あノLは、　灼i交を1一てもよs．・：ヒ」・．］ロマン　ア　ィ　シ．ス

ムか・般化してきている　中産11☆級の親は、性的争匡

潔を守る責lr二は若者1ノ＼にあるとZえるようにな．、

ており、かつてク）よう1こ．規の援助、介人か’L7・．要だと

はち．之な．（な’．．．．た

　．21学校

　イキリスでは、労働者階扱ソ）親も中産階級の覗も、

多くは、ゴ．どもカ・学校て．成」力するように願・．、ている．

LかL．、労働者階級：まz∫：校で提供される労働技能を

階段でくつろぐ若者たち

1し1



身につけさせることを主として望み、中産階級は学

校を社会的地位や社会的支配力を手に入れるための

源泉と考えがちである。この親の態度は子どものそ

れに反映する。労働者階級の若者は、中産階級の若

者ほど地位志向・出世志向が強くないので、学校の

規律、規則に怒りを感じやすく、将来の満足のため

に、現在がまんをするという発想を受け入れない。

彼らは、実入りのよい仕事について、早く大人にな

ろうとする．

　（3）同年齢集団

　労働者階級の若者は、中産階級の若者に比較して、

学校に反発するかわりに、それだけ、同輩集団に対

して献身的になりがちである。特に男子の13歳から

17、8歳までで、この傾向が強い。同輩集団の活動は

成人たちが支配する制度に直接敵対するわけではな

いが、結果としては衝突することが多い。ギ11スに

よれば、ヨーロ・ソバの同輩集団は、アメリカのそれ

のように権威主義的な位階制をもたず、小規模でゆ

るやかにつながる組織である。彼ちの活動は、条件

に応じて、オートバイ、あるいは自動車、音楽、暴

力沙汰などに向かう。

　C4）政治的異議申し立て

　中産階級の青年たちは、青年期が長びくことを主

要な原因として、社会変革の夢に深く心を奪われて

いったeヤング・ライディカルスの反戦運動、大学

紛争、フェミニズムの運動。これに対して、労働者

階級の青年たちはほとんどが、かかわりをもたず、

敵意を向けるものもあった。ギリスは、それらの運

動が要求していた自律性、人間的成熟を、彼らが既

に身につけていたからだと説明している。その是非

　　　　　　　　　　　　　　　　世界の児童と母性

はさておき、労働者階級の青年たちがラディカルな

運動にかかわらなかったという事実の指摘は重要で

ある。

　外国の若者文化の情報源として、既に紹介したよ

うな外国人研究者の著作と並んで、高い価値をもつ

のは、日本人帰国子女の報告である。日本の経済、

文化などの国際化に伴い、外国で親とかなり長期に

わたって暮らした経験をもつ子どもたち、若者たち

が増えてきた。彼らが身をもって知った外国の若者

文化の報告は、もっと注目されるべきである。

　曽根真由理「モスクワの新人類たち」は、ソ連の

若者文化をいきいきと描いた秀作である。ソ連は社

会学、社会心理学の研究が少なく、その専門研究者

による若者文化の調査・研究の邦訳は皆無に近いの

で、この書物の価値は高い．著者は、ft間放送の特

派員である父親といっしょに、15歳から3年間をモ

スクワで暮らし、キエフ地区第56番学校の第8学年

から第10学年までの教育を受けた。ロシア語を全く

知らなかった少女が懸命に学校生活に適応してゆき、

っいに優秀な成績で卒業するにいたる体験記には感

動させられる。そこから、ソ連の若者文化につき、

2、3を紹介する。

　（Vやさしさ

　この書物を読んで、なによりも強い印象を残すの

は、ロシアの少女たち、少年たちのやさしさである。

最初はロシア語がほとんどできず、慣れない学校生

活、ピオネール・キャンプの生活に戸惑う曽根に対

して、クラス・メイトやキャンプでいっしょになっ

た少女たちは、実にやさしく、親切である。異分子
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を排除したり、差別したりする意地悪な態度が全く

みられない。もちろん、性分が合わない少女や、仲

が悪い友人は出てくるが、それが、いじめ、のけ者

扱いにつながらない。このロシアの少女たちのやさ

しさは、日本の少女たちで二れほど一般的であろう

か。そうではなきそうだ。日本の．文化と教育にはな

にか欠陥があるのだろうか。

　②ダンス

　学校では学期末にディスコ・パーティが行われる。

当日、生徒たちは華やかな私服で集まってくる。ロ

ング・ドレスにハイヒールの女の子、バンツ・PL　v

クの男の．子，5時から8時まで生徒たちは踊り圭く

るのだが、合い間に、チーク・ダンスも入る。ゆっ

くりした音楽が鳴り出すと、男子は歩き回って、お

目当ての女の子をチーク・ダンスに誘う。教師たち

はそれを見ている。これは、ピオネール・キャンプ

の新年のパーティやお別れパーティでも同様である。

曽根も、そのお別れパーティで少年とチーク・ダン

スを踊り、あとで足がガクガクする経験をしている。

若者文化と学校文化やピオネール文化が、ディスコ・

パーティで、調和的関係にあるといえる。日本では、

若者文化と学校文化が対立しすぎている．

　（3ワァッション雑誌とマイクロ・カセット

　曽根が3年前の古雑誌「モア」を学校に持ってゆ

くと、生徒たちの人だかりができ、何人もの教師た

ちまでが貸し出しを申し込んでくる。日本語は読め

ないが、ファ．・ションと料理の写真、絵かすばらし

いというのだ．，女生徒たちは、その雑誌を参考にし

て、ヘア・スタイルを変えたり、ワンピースをつく

るクラス・メイトもいた。ロシアの少女たちは、お

12

酒落への憧れは強いが、情報が不足しているr．曽根

が学校にもっていったマイクロ・カセットも、大変

な人気を集める。これには、そのカセ・ソトを見て、

「ソ連の工業生産や工業技術が世界一だというのは、

どうも本当じゃないようだな」といった少年が、別

のクラスに移されるという、おまけがっいた．ソ連

の若者文化は、ソ連の情報化、工業化のおくれに制

約されている。

　子安文『私のミュンヘン日記」も、帰国子女によ

る外国の若者文化の報告のすぐれた例のひとつであ

る．著者の母親、．チ安美知子が、ミュンヘンのシュ

タィナー学校で娘を学ばせた経験を「ミュンヘンの

小学生」、「ミュンヘンの中学生jなどで書いてきた。

その娘が成長して、シュタイナー学校の12年生を卒

業し、西ドdツの大学への入学資格をとる試験（ア

ピトウーア1に合格するまでの5年間の生活を、こ

の書物に書いている．そ二かi）　’西ドイツの若者文

fヒ｛こつし・て、　2、　3爺呂fbLよう。

　“）7アッションと思想

　若者たちは、服装、生活信条、政治思想の違いに

よって、グループ分けされる。そのグループは、ス

キン・へ．・’ドが右翼で、ポッバーが保守的IJベラリ

ズム、ヒ．：’ピーとフiJ　一クは絶対平和主義者で．バ

ンクは左翼と区分される，若者の服装を見れば、彼

の人生観、思想がわかる、f’安のボーイ・フレンド

のファウストは、ポ．．’バーである。彼は、きちっと

横分けをLたンヨート・ヘア、ネクタイと靴下をピン

クで決めれば、渋い灰色の背広でバランスをとる．

靴も小物類もプランドものを愛用する，高級な喫茶
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特集・子どもと社会・文化1

高度情報通信システムの進展と

家庭・地域の変化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ　　　　　とう　　　　か丁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後　　藤　　和

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　常磐大学教授

に彦

　よく知られているように叶青報化t’ということば

は日本でいいtliされたものである．”情報化杜会tlは

いまでは各国語に訳されて現代社会の重要な傾向を

示すキータームとして使われているeこの情報化が

いわれ出したのは19．　7uny一代前’ドのことである．もう

10年以上も前のことで．ある．．いまでは単に情報化と

いうことてはなく高度情報化が議論されている．こ

こではこうした情報化という現代社会の重要な変化

の側面に注日し、まず、それかどのような社会へ向

っての動きなのかを概観し、そうした動きの中で、

地域や家庭、そしてi’・どもたちの生活にどのような

変化が生じることになるかをみることにしたい．

　1．高度情報通信システムの進展

　そもそも情報化は一方におけるコンピュータの普

使、他方における通信の技術の発達か結びつくこと

によつて動き出した．コンビ．ユータは人聞の手では

扱えないぼう大な量の情報を蓄積し、人聞の能力を

はるかに越えた速度と正確さで情報を処理し加工す

る。更に通信の技術の発達によって、遠くにある大

型コンピュータから情報を取り出したり処理したり

することができるようになり、コンヒュータ間の通

信、いわゆるデータ通信もで’きるよっになった．，

　こうしたことは既に私たちの日常生活の中に浸透

していることである．．例えば私たちは当たリ前のこ

ととして銀行のキャ．・シュカードを使〆）て機械から

現金を取り出しているr．CD（自動現金支払機）と1呼

ばれるあの機械は、通信回線で銀行のセンターコン

ビュータにつなかっている．私たちかカートを入れ

暗証番・号を打ち込み、金額をキーで叩いているとき、

私たちは実は大型コンピュータにつなルった端末を

操作しているのである．tこの銀行のシステムかいか

に大がかりなもので全国化しているかということを、

私たちは昭和59年11月16　Elに発生した世日：硲電話局

の地ドケープJレ火災で知った、この地．ドケープルの

大火災で全国的にCDの利用が不可能になったり困

難になったりした，普段は少しも気にしていなかっ

たのだが、既に私たちの日常Ψ活は情報化されたシ

ステムの上に行われていたのである。

　コンピュータの利用はもちろん大企業、それも東

京や大阪といった大都市の大企業から始まり、次第

に中規模の企業や組織に、そして大都市以外の地域

へと拡がっていったt，そうしたコンピュータの利用

は通kl’と結びつくことによって、情報化は線的なつ

14



ながりを拡大し、やがて企業間へと面的に展開して

きたのである。

　情報化はこうしたコンピュータの利用だけに限ら

れるわけではない。コンピュータの機能を活用しな

がら他のさまざまの新しい情報メディアが登場して

くる。いわゆる；ユーメディアである。ニューメデ

ィアは、情報の生産、流通、消費のそれぞれの過程

への新しい情報技術の適用によって可能となる新し

いメディアで．ある。こうしたニューメディアも情報

化の一翼を担うものである。例えば家庭用のパーソ

ナルファクシミリ。電話は声のやりとりのためのメ

ディアであったが、これにかなり以前からあるファ

クシミリ技術を適用し、小型で操作の簡単な機器と

したもので、槌手が居ようが居まいが関係なく、字

でも数字でも絵でも、視覚的に表現された情報を簡

単に送ることができる。確かにいままで家庭の中に

なかったメディアであリニューメディアである。

　このように情報に関連のある各種の技術の進歩に

よって、いままでになかった情報通信の世界がいま

拓かれつつある。その情報化がまず進行したのはも

ちろん効率原則が尊ばれるビジネス領域においてで

あったが、情報化はやがて企業から外へと浸透し、

いまや家庭にまでも及ぽうとしているのである。情

報化が企業活動の領域にとどまっていた段階から広

く社会全般に情報化が拡大しつつある現状を指して

高度情報化と呼ぷのも、実態にふさわしいこととい

えよう。

2．メディアの機能

メディアはそもそも人間の身体にそなわった働き

世界の児竜と母性

を補強するものといわれる。具体的に情報メディア

で考えてみると、情報メディアの働きはつぎのよう

にいっことができよっ。それぞれについて；ユーメ

ティアが登場しつつあるのである。

　川情報環境の形成

　私たちは自分の目や耳で直接とらえることのでき

る範囲を越えた領域については、マスメディアとい

うメティアによって情報をえている。マスメディア

は時々刻々、新しい情報を社会に供給することによ

って、私たちの情報環境をいつもアップデートして

いる。私たちは空気を吸うように当たり前のことと

して情報環境の中で好きなように情報を摂取してい

る。空気だけではなく食物、飲み物と同様に、精神

の食物、飲み物として情報環境の断片を摂り入れて

いるのである。マスメディアが行っていることは、

まさにこうした情報環境の形成と維持である。

　｛2膚報検索への対応

　特定の情報を求めて行動する私たちの要求に対応

してサービスを行うメディアの働きである。例えば

テレホンサーピスもその一例である。いま正確には

何時か。一番新しい天気予報はなにか。これは求め

る情報がなんであるのかを知って行動しているわけ

である。こうした要求に対応するには、十分にデー

タや情報をストックしておく必要があるし、また、

変化するものについては更新しておかなくてはなら

ない。この種の本格的なものはデータベースと呼ば

れる。マスメディアは個々のニーズへ対応して情報

をサービスしているのではなく、一方的に画一的に

一般情報を社会に供給しているのであり、情報検索

的なニーズへ対応したサービスとは本質的に異なる

15



ものである。

　〔3｝コミュニケーション

　人と人が情報をやりとりするのがコミュニケーシ

ョンである。単に一方向的通信は本当はコミュニケ

ーションとはいえない。従来、私たちの現代的なコ

ミュニケーシ∋ンのためのメディアは電話であった

のだが、電話で不便なのは相手が不在のときで、留

守番電話ではどうも落ち着かない。そこでファクシ

ミリと組み合わせて使うという簡単な改良手段がと

られることになる。いずれにしてもコミュニケーシ

ョンを成立させることは、メディアの基本的に重要

な一つの機能である。

　（4］機械のオペレーション

　私たちは自分の手許に機械がなくても遠くからこ

れを動かせないものか、と考える。家に帰る前に電

気ガマのスイッチを外から入れることはできないだ

ろうか。暖房を外から入れて、帰ったら暖かくなっ

ているようにできないものか。これらは一種の遠隔

操作である。水道局がいちいち家庭を訪問しなくて

なんとか検針できないか、と考えるのもこれで、遠

隔検針といわれる。センターのコンピュータを動か

して自分の預金のデータを書き変えている前述のC

Dの利用は、実は遠隔コンピュータ操作であるcこ

の領域でいろいろ計画され実験されているニューメ

ディアサーピスの中にテレパンキング、テレショッ

ピング、テレコントロール（先程の暖房のスイソチ

入れなど1などがある。

　メディアの機能のうち、従来なじみのメディアか

行っていたのは、〔Oと（3）を中心としたものであり、

②と｛4）はいわゆるニューメディアによって少しずつ

16

身近になりつつある機能なのである．．

　3．メディアで地域が変わるか

　企業がコンピュータを導入しニューメディアを組

み込みつつあるのは、企業の活動そのものが必ず情

報の利用をともなっているもので、その情報の側面

を高度化することによって、企業の活動全体の効率

を高めることができるからである。大量の情報を蓄

積し、正確な情報を高速で処理し伝達することで企

業活動そのものを高度化することが可能になるので

ある。それであるなら、それぞれの地域が情報化す

ることによって、地域の産業活動を高度化し、ひい

ては地域の振興をはかることができるのではないか。

こうした考え方から各種の地域情報化の計画がたて

られ、実際に実現に向けて動いている。この地域情

報化は各省庁が競争ですすめている．7郵政省のテレ

トピア、通産省のニューメディアコミュニティ構想、

農水省のグリーントピア、あるいは建設省のインテ

リジェントシティなど、いずれも省庁が推進してい

る地域情報化の計画であり構想である。

　これらの地域情報化はある面では放っておけぱ地

盤沈下のおそれのある地城を活性化し、適切な年齢

構造をもち、ある程度の規模の人口の定住化を実現

しようとするものである。そうしたことの実現のた

めには東京や大阪にだけ集中している情報を地域に

おいても利用できるようにすることも必要である。

情報化はうまく行けば情報の地域格差を解消してく

れるはずのものであるt

　いずれの情報化計画も、それぞれの地域がかかえ

ている課題を解決し、更にそこから一歩出て、新た



な地域振興へと展開させようとLている。例えば都

市化の進行によってスプロール化が激しくなり、本

来、自然災害に対して脆弱な地域への住宅立地がど

んどん広がっている、という課題をかかえた地域が

あるとする。ここに情報化はどう貢献できるだろう

か。それは自然災害からの安全性の確保という課題

への情報化の取り組みであり、防災・環境管理のシ

ステムをつくることである。すなわち、全国的、広

域的な自動観測・解析と警報・指導発令によって災

害による被害を最少限にとどめ、また大気や水質の

悪化等を公害環境監視システムでチェ・ソクするとい

うことになる。

　あるいは地方定住のための就業機会が不十分とい

う問題をかかえた地域があるとする。ここでは地域

産業の振興が課題となる。どうするのか。例えば、

高速大容量伝送路網を確立する。これによって地域、

産業活性化の条件が整う。あるいはさまざまなニュ

ーメディアやネットワークの構築によって、地域内

で地方で情報通信産業が発達する。更に農業生産管

理システム、：ヒ壌分析システム等によって、農業経

営の高度化も可能になる。

　おおむね各種の地域情報化はこうした考え方と計

画ですすめられている。すべてかうまくいくとはと

ても考えられないが、少なくとも情報化がなんらか

のかたちですすむことにはなるだろうし、そうした

情報化か地域の生産活動、生活のための情報基盤を

変えることにつなが1）、長期的には相当の影響を生

み出すことになるだろう。情報化が直ちに地域を変

えるというよりは、情報化が地域の産業活動の内容

や質を変え、地域の人々の産業へのかかわり方、ひ

世界の児東と母性

いては日常的生活行動が変わることによって、結果

として地域が長期的にみたときに変わる．というこ

となのである。

　4．家庭・子どもへの影響

　メディアが変わると人間が変わる、と説いたのは

M・マクルーハン（「人間拡張の原理」）であったが、

これはあまりにも省略的ないい方であった。しかし、

私たちの日常生活を振り返るとき、いかに私たちが

情報によって行動を左右されているかを感じざるを

えなし㌔そうした情報の入手、やりとりを仲立ちし

ているのがメディアである。メディアを相手に遊ぷ

といっことも含めて、私たちの生活はメディアと共

にある。こう考えてくると、メディアの変化がやが

て私たちの生活にも大きな影響をもってくると考え

るのが自然というものであろう。

　家庭内にはさまざまのメディアが入リ込んでいる

が、既にVTRや電卓といった新顔が加わっている。

子どもの場合、大好きな新しいメディアはテレピゲ

ームであリバソコンである。図1は10～12歳の男の

fが、いかにテレビデームが好きで、欲しくて遊び

たがっているかをよく示しているa家庭の中で機械

を相手に夢中になっている子どもの姿は、それほど

例外的なことではなくなっているのである。このこ

とを問題にする論者は多い。確かに家庭内の対人コ

ミュニケーションを妨げるところがある。他に割り

当てるべき多くの時間を機械相手に費やしてしまっ

ている。こうした問題点のあることの認識と共に、

何故子どもたちがこうもこのマシンに夢中になるの

か、何が子どもたちを惹きつけているのか、という
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ことも考えるべきだろう．もちろん、f一ムの魅力

をつくり出しているソフトがすぐれているからとい

うこともある。しかし、それにも増して、自分か働

きかけることで確実に反応し、その反応に自分かま

た呼応して働きかけることで事態は思いもかけぬli

向に展開して行く、という反応性の魅力か大きいと

思われる。二れは放送のテレビにはない特色である．

　図2をみて欲しい，これはニューメティアの手lj用

意志を尋ねた問いに対する回答の性・年齢層別の分

布である。この図で顕著なことは、；ユーメデtア

ー
この場合はニューメデtア利用のホームショtt

ヒングだか一利用の意向の強いのは若い年齢層で

あって、年齢レベルが．．Lがるはど、利用したい人が

減ってくることであるttつまりニューメディアを使

いたいという意向をもつのは、若い世代の人々であ

り、若い去婦を中心とする核家族ということになる

のである。

　図1、2をみていえるのは、日本の場合、若い家

庭の方から家庭のttt　va化がすすむであろう、という

ことて’ある。新しいメディアを採用することで彼ら

の家庭内での生活行動、コミュニケーション行動は

確実に変わっていくだろう。それはいまの高年齢層

からみれば、必ずしも好ましいと考えられる変化で

はないかもしれない。もちろん、新しいメディアを

導入しても、その影響は直ちに出るもので．はなく、

長い時間の経過ののちに、変化がようやく認めちれ

るといったことになるだろう，

　いずれにしても、メデ1アの変化は人々の情緒行

動、コミュ；ケーション行動に影響を及ぽし、その

ことが生活全領域の変化を導びくことになるのであ

る．そうした変化を少しでも杜会的に望ましい方向

に庁向つけたり、普及の速度をいたずらに急速なも

のとしないよう制御するのは、結局．生活の場にあ

る私たち自身ということになるのである．

図L　子どものあそび（1臓叶2歳男子）
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世界の児竃と母性

特集・子どもと社会・文化1

貧困不在の環境と国際化時代

なか　　　　　むら　　　　　はら

中　　村　　八

筑波大学教授

剤
朗

　　1．浮浪者の死と幼時の記憶

　　数年前私の住む横浜では山下公園で寝ていた浮浪

　者が学童のグループに撲殺されるという事件が起こ

　リ、社会に大きな衝撃を与えたことがあった。新聞

　紙上でのこの事件の扱い方から見る限り、一般の人

　々からは学童にこのような結末に至ることに無感覚

　にさせた教育に問題があり、教育の荒廃の反映であ

　ると見なされたようである。学童の行動に何か問題

　があれば、直ちに「教育の荒廃」という言葉を持ち

　出すのは最近の思考スタイルとして定着しており、

　従ってこの事件もその様に理解されたのであろう。

　　ところで私がこの報道に接した時、幼年時代を過

　ごした郷里の田舎町にいた一人の乞食が脳裏に浮か

　んでいた。町の人たちは「サンキチ」と呼んでいた

　が、多分漢字では「三吉」と書いたのであろう。町

　外れにある墓地の片隈につくられた掘立小屋に住み、

　空腹になれば町に出てどこか1軒の家に立ち寄って

　食べ物を恵んでもらっていた。私の家にも何度か来

　たことがあり、玄関ロに姿を現した三吉を見た私が

・ 台所にいる母に彼か来ていることを告げると、母は

　有り合わせの食べ物を竹の皮に包んで三吉に渡すの

が一つの決まりのようになっていた。知能の発達に

故障があったらしく喋ることがしばしばちぐはぐで、

幼い私にも普通の人とは違っていることが分かって

いた。しかし三吉は町の人たちには可愛がられてお

り、母が三吉にしてやっていたことはどの家でもや

っていた。私もその一人だった近所の子どもたちは

道端で一緒に遊んでいる時三吉がそこを通りかかる

と、遊びを止めて彼の後について行き、何か彼に話

し掛けてはやや間抜けした返事をするのを面白がっ

ていた。時には悪戯が過ぎて石を投げたこともあっ

たが、そんな場合でも手加減を加えて投げており、

石は絶対に彼の身体には当たっていなかった。

　三吉の出生や生い立ちについて子どもたちは何も

知らされていなかったし子どもたちも大人にそれを

尋ねようとはしなかった。それは三吉が不可欠とま

では言わないとしても少なくとも地域社会の当然な

構成員の一人として受け取られておリ、既に構成員

の一人となっている以上出生や生い立ちを今さら詮

索するには及ばないと感じられていたからである。

　私が郷里で育ったのは小学校低学年の頃までであ

り、父の仕事の関係上私の一家は郷里を引き払って

東京の下町に住むことになった。従って三吉につい

ての私の記憶もそれまでで終わっている。しかし東
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京に移ってからも乞食や浮浪者は私の生活風景の中

に絶えす姿を現していた．家は墨旧公陰iのすく’そば

で、橋一つ渡って浅草にも歩いていitる処にあった

ので．あるか、公園の橋の下になっているあたりでは

何時も一人か二人の浮浪者が菰をva・・．て休んて．おり、

Jyisリの多い浅草ては歩道の隅に座った乞食が輿確

を前に敷き通行人からそれに小銭を投げてもらって

いた　東京の乞食や淫浪者には地域社会の当然の構

成貝という郷弔で三吉に持っていた感じは湧いて二

なかった．それでも彼らか常に私の生活風景の一部

とLて現れていたので、同じ人間仲間の一人である

と言う同類意1識は感していた

　2．戦後の日本と発展途上国

　私はいわゆる戚中派の最後の年代に属しており、

従ってこれまで述べた幼年期から少年期にかけての

私の経験は戦前期日本ト1二会のある断面図を示すか、

それは当時の日本かその社会から貧困を払拭できな

かったこ！の反映であt，たとも言うことかて．きるtt

戦後になっても10．年近く日本は戦前19｝以ヒの貧困に

苦しみ、その煽りで私の場で討ま判く学業の中断を4セ

儀なくされたこともあ．った．しかし乞食や浮浪者に

象徴される貧困を免れることのできなかったH本ク）

杜会に起きていた大きな転換を私にはっきり悟らせ

るようなことを経験Lたのは昭和40年のことであっ

た　山ド公園の｛拝作は三II：のことと「トわせてこの時

の経験も思い起こさせたのであった．

　昭刊14⊂）年の初頑に私はニューデリーに出かける機

会に恵まれた　全く未知だったインドの風景に接す

る期待に胸を膨らませ、翌朝1｝1・速ニューテリー中心
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街の見物に出かけたのであるか、そこて．は全く予想

しなかった｝R．様な光景に遭遇した．「晋］心街の一一・角に

は大きな広場があったか、その広場一杯に人勢の乞

食か群かっていたのてある、ノs通りの激しい繁華街

のあちらこちらには裸足のままの靴噴｝きの丁どもた

ちが通行ノ＼に付き纏・っ’こは靴を磨かせろヒせかんて

おり、H本の昔の飴売リに似た戊く道芸人の足はマ’

チ棒のように細かったttコブラの踊りにも出合った

か、戦懐感に満ちたエキゾティ’クなショーといっ

それまでの予想は完全に覆されねばならなか一，た

蛇伎いのターバンはすっかり占くなって色も茶褐色

に変わっており、顔もあまり洗わないためか砂埃り

に塗れていた　笛の音でコブラは壼の中から頭を持

ち上げてはいたが、何度もそうLて踊らされている

ためかよわよわしく！壼から頭を出し笛の鳴っている

問はピうLて首を支えているように見え、恐ろしい

とは少しも感じられなかった．見物人の誰かかカメ

ラを向けると蛇使いは目敏くそれを見付’けすく’に1

1LピーよこせとそのJLに詰めよっていた　コブラの

踊リは彼にはii：’うして生活を文えるための必死な手

段なのであり、私は寒々とした思いでその後姿を見

詰めていた、；ユーデリーからの帰り道に【泊した

インドの子どもたち

ご’N4



カルカ・ソタで夜もやや遅くなってホテルに帰った時

は、入口の両脇の歩道には鮪を並べたように長い列

をつくって大勢の人が寝ころんでいた。後に読んだ

ある書物によれば、これらの人々の間から夜の間に

死人が生じ、朝方その遺体を片付ける車の出動する

　　　　　　　　　　　　　　　lll
のが日課となっているとのことである。

　戦前や終戦直後の日本がいかに貧しかったとはい

え、それとは全く比較にならないこのようなインド

の貧困を目の当たりにして私は発展途上国の国民の

生活がまだ日本人には想像を絶する悲惨な状況にあ

ることを知り、日本もまだ多少は貧困に悩んでいる

ことが無くては申し訳ないような気になっていた。

そのため帰国後は、日本にも乞食がいないかと常に

注意を払っていた。当時はよく新宿に出掛ける必要

があったが、そこに行く度に乞食や浮浪者を捜して

みたが一向に見当たらなかったことを覚えている。

ひと月ほどしてやっとそれらしい人に一人出会った

だけであった。三吉のことと合わせて私の頭に浮か

んだのは以上の経験であったが、今にして思うと、

当時の日本は経済の高度成長期に入っており、成長

の成果か社会の最下層にまで及んでいたのであろう。

　東京や横浜にはもう乞食や浮浪者は居ないも同然

と思っていた私に再び彼らの存在を気付かせたのは

日本の経済が低成長に落ち込んでからであったa地

下鉄の地下道や公園のペンチに時折り浮浪者の姿を

見掛けるようになったのである。「寿町にも居たたま

れなくなったのか」と私はふと咬いていたが、寿町

とは横浜の簡易宿泊街のことであリ、そこは東京の

山谷と同様に単身の日雇雑役労働者が多数集まって

いる地区である。私は横浜の港湾労働者の調査を行

世界の児竜と母性

ったことがあり、彼ちが泊まっている簡易旅館にも

入ってみたことがあるが、旅館代は日払いでee　1枚

につき幾らという値段になっていた。H雇労働者が

仕事にあぶれて日払いの旅館代が払えない場合、そ

れが数日のことであれば、旅館の方でも次に仕事に

ありつけた時に溜った分を纒めて払ってくれると期

待して宿泊を許しているが、あぶれる日がいつまで

も続いては旅館を出なければならなくなる。経済成

長の続いた閤は仕事にあぶれる事は滅多になかった

が、低成長の時代に入ってからはあぶれが多くなリ、

そのため寿町の労働者のあいだから地下街や公園に

散らばる者が出てきたのではないか。私の岐きは、

ふとこのように推測したからであるが、それは当た

っていたようであり、山下公園の浮浪者は元は寿町

の住人であったことをある新聞が伝えていた。

　以上乞食や浮浪者について私が持っている幼年時

代からの記憶を辿ってきたが、それはただ過去の追

憶に耽るためではない。実はこのような記憶を持つ

ところから、山下公閲の浮浪者撲殺事件の背景とし

て「教育の荒廃Jという一般に言われているのとは

別の原因があるように思われたのである。先にふれ

　　　　　　　　　　　　　　Nたように幼年期から少年期にかけて私の周囲の生活

風景の中には絶えず乞食や浮浪者が姿を現していた。

彼らは私の環境の一部として定着していたのであり、

そのため三吉は地域社会の当然な構成員の一人であ

ったし、後に出合った浮浪者に対しても同類意識を

持ち、私の住む世界とは無縁な存在とは感じていな

かった。一方世間を驚かせた学童の場合、彼らがも

のごころのつくようになった時、日本の社会は乞食

や浮浪者を全く見掛けない高度成長期に入っていた，
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教育が貧しい人に同情を寄せることを教えようにも、

寄せるべき人々はいつも不在を続けていた。従って

貧しい人々やその人たちに同情を寄せねばならない

ことを全然知らないままに子どもたちは育ってきた

が、日本経済が低成長に転じたことから急に浮浪者

が現れてきた。彼らは子どもたちには一度も見なか

った人種であり、同類意識も感じようのない対象で

あった。このように自分たちの世界とは無縁の存在

であれば、それに何をしようと差し支えないはずで

ある。かくしてある日山下公園で何をされても構わ

ない人種の一人がその世界を去っていった。

　3．国際化と貧困への思い遣り

　一般には「教育の荒廃」と結び付けて考えられた

この事件ではあるが、私にはそれとは異なり、これ

まで述べたようなことか背景にあると想像された。

もしこの通りとすると、問題の根は経済の浮沈に伴

う日本社会の構造変動にあり、その広かりは教育と

いう分野だけでは到底手に負えない広い範囲に亙っ

ていることになる。

　本稿で扱うことを求められている課題は児童と環

境の問題である。この課題にこたえるため私は児童

のまわりの生活風景の中に貧困の反映が全く認めら

れなくなった環境を取り上げてきた。ただ上述のよ

うに最近はこの環境に変化が生じ多少の反映が現れ

るようになっているのであるが、今後はそれが再び消

滅するのか、それとも例えば産業の空洞化が進行する

といったようなことから逆に次第に深刻になるかに

ついては予想は困難である。もし貧困が再び消滅す

るのであれば、山下公園で起きたような事件が再発す
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ることはないのであるが、それにもかかわらず私には

貧困な人々に対する同類意識を日本の児童に感じさ

せるようにする配慮がぜひ必要と思われる。B本が国

際化時代を迎えていることが私にそう思わせているe

　先にニューデリーに出掛けたことを述ぺたが、そ

れはユネスコがアジアの若手社会学者のためにそこ

で開催したセミナーに参加できたからである。これ

にはアジアの13ヵ国から参加者があり、全員か3週

間近くも一つのホテルに泊まって討議を続けた関係

上、毎日のプログラム終了後の自由時閤に参加者同

志が個人的会話を十分に交わすことができた。この

会話を通じて知った驚くべきことは、日本に寄せて

いる極めて強い期待であった。第二次大戦中の日本

軍の行為について非難されることを覚悟していた私

には全く意外であった。しかし、これだけ強い期待

があるとすれば、はやくそれにこたえなければ期待

が失望に変わり、しかも期待が強かっただけにその

失望も深いものとなり、更に反日感情に転化するの

ではなかろうか。当時の日本は自国の経済成長にの

み腐心し周辺諸国の貧困には無感覚になっていると

思われただけに、日本への期待の言葉に私は喜びよ

りはむしろこのような不安を感じていた。しかしい

ずれは無感覚でいるのは許されなくなり、国際世論

の圧力でこの期待に応じたしかるべき役割を果たさ

ねばならなくなると予感したが、20年以上を経た今

日、その予感が現実のものとなり、日本の国際化時

代が叫ばれるようになっている。とはいえ私の不安

は消え去っていない。途・ヒ国の貧困問題を十分認識

しないままに国際化に乗り出したとしても先方の最

も望むことは一向に満たされず、かえって苛立ちを



買うのではないかと案じている。インドで私が知っ

た驚くべき貧困は、多少の差はあるとしても発展途

上国のほとんどに共通しており、その解消がそれら

の国の最大課題となっているからである。

　5年前に私はマニラとバンコックを訪れたことが

あるが、そこでは中心部に乞食が群れをなしている

といったことはなかったが、しかし市内の多くの個

所にスラムが形成されており、そこに住む住民の比

率は20％から30％に及ぷということであった。幸い

に良き案内者を得て、どちらの都市でもスラムの内

部を私自ら観察できたが、古い板切れを寄せ集めて

何とか人が住めるようになっているといった感じの

家屋、便所も台所も無く広さが6畳程の板の間だけ

で夜は家族5人がそこに寝るという家の中、人が一

人か二人程しか通れない曲がりくねった路地、そこ

で互いに相手の頭の風を取リ合っている子たち、水

捌けが悪く路上のここかしこに澱んでいる水溜りと

それが放つ腐敗臭など、恐らく現在の日本人には全

く想像出来ない環境の下で住民の生活が営まれてい

た。「フィリッピンが貧しい国だから」とマニラのス

ラムで話を交わした人たちが異口同音に語っていた

が、その言葉は今でも私の耳に響いている。

　マニラ、バンコックに限らず、発展途上国の都市

のほとんどすべては彪大な数のスラム住民を抱えて

おリ、彼らは上でふれたような生活に陥っている。

スラムに関する画期的な研究成果を挙げたオスカー・

ルイスの著作の一つには、夜寝ついてから鼠に腕を

噛まれた子どもが夜明けに別の腕をまた噛まれ「い

たい、ネズミがまたかんだ、またかんだよ。」と叫ぷ

　　　　　　　　121
ことが書かれているが、いかに悲惨な生活であるか

　　　　　　　　　　　　　　　世界の児童とf曇性

はこれからも十分推察出来る。発展途上国のこのよ

うな貧困をどの程度日本人は知っているか、更に同

じ人類の苦しみとして自らもそれに少しでも痛みを

感じているか、となると極めて心もとないように思

われる。これからの日本の課題として国際化がしき

りに唱えられるようになったが、途上国の貧困に対

する認識なくしてはこの課題にはこたえられないの

ではなかろうか。途上国の貧困を自らの痛みとして

感じる態度を貧困とは無縁な環境にいる子どもの心

の中にはぐくむのは困難なことであろう。しかし日

本に期待される国際的役割を考えた場合これはぜひ

必要である。感受性の強い子どもの間に培わなけれ

ば人の貧困をわが事として受け止める感覚は芽生え

ず、むしろそれを蔑視する傾向にも導きかねないa

　ニューデリーでは私は次のような日本の将来も覚

悟する必要を感じていた。それは日本が現在のよう

な同質民族の杜会ではなく、多民族社会となる日の

ことである。この予感はまだ現実のものとはなって

いないが、国外からのさまざまな市場解放の要求を

考えると、いずれは貧困や失業に悩む国から労働市

場の解放も求められることが予想される。これに応

じた場合流入労働者は恐らく貧困層が多数を占め、

彼ちはいかなる貧困生活にも甘んじるであろう。こ

の人たちに山下公園の浮浪者のようなことが起こっ

ては社会的混乱の絶え間がない。このように予想で

きるとすれば子どもたちの心に貧困への思い遣りを

はく’くむことは一層重要な課題と考えられる。

亭　 tr＿〔 1，Bri旦n　 J．　L．　＆rry，　COmptir8ti ve　 U rbenivm，ion ：　Divergenl　　Pa【hs　 in

　　the　Twenlleth　C♂ltry、（London，　M己cmill己n　Ce．，　14JBI｝P．⑨2〔2｝

　〔2｝オスカー・tLイスお、行方昭ヌ…・上島建☆駅Pラ・ビーダ3．1みすす書

　　房ハ971）3胴～5貞
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特集・子どもと社会・文化1

子どもと母親の社会参加活動

しi｝　　　　　い　　　　　　とし

森　　井　　利

文教大学教授

・

夫

　社会参加の必要性

　現代の子どもをとりまく状況は、年々深刻さを増

していくようである。世界有数の先進工業国となり、

めざましい経済発展をとげながら、人々が本当に人

間らしい、ゆたかな生活を享受しているという実感

がもてないでいる。

　とりわけ、成長過程にある子どもたちにとって、

心や体や社会性ののぞましい発達をとげるために不

可欠な経験が、家庭、地域社会、学校のいずれの場

でも満足に充たしえないでいることは、社会や大人

の重大な責任として受けとめなくてはならない。

　この原稿を書いている1月22日の夕刊は、またも、

中学生らによる浮浪者への残忍な襲撃事件を大きく

報じている。心から自分を満足させる自己実現と、

他者との協働体験の場をもたないことが、こんなか

たちでの自己表現に走らせてしまう。非行、いじめ、

登校拒否、家庭内暴力など、現在全国をおおってい

る青少年問題の根幹がここにあるように思える。

　人は、人の中に生まれ育ち、人間となる。乳児期か

ら大人になるまで、それぞれの時期にふさわしい発

達課題があi）、それは、家族、地域、学校などの生活の

場における他者との相互作用と、思考や行動の経験

を通じて達成されるのである。すなわち、一個の人格

として欠くことのできない主体性、いいかえれば、自

立、自己実現へのかまえと、杜会性、いいかえれば、

安定・調和のとれた外界との関係樹立・維持のかま

えの二つを、バランスよく成熟させることである。

　人生の初期に正常な母子関係によって情緒的安定

と信頼を獲得した子どもは、やがて父との接触によ

って外の世界への目が開かれ、より広い交友関係へ

と自己を発展させていく。一人前になるためには、

社会経験の深さと広がりが必要なのである。

　さて、社会参加とは、単に人のいる場所に存在する

ことではなく、その場や状況に、役割意識をもって

責任的にかかわる横極的な態度を伴うものである。

“

社会”とは、自分とは異なる他者との出会い、協働

（共同）の場であり、“社会参加㍗ま、人が自らを社会

の一貝として自覚し、仲問や、立場・世代を異にする

人々と梢極的に交わt）　一共同体を形成する役割を主

体的にになう〔準備をする）ことであるといえよう。

　このように考えると、冒頭に述べた現代の子ども

をめぐる危機的状況の一つは、この社会参加の機会

の乏しさといえないであろうか。そして、そのことが

青少年の不適応や問題行動の直接聞接の原因となっ
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ていると考えざるをえない。くりかえすが、子どもの

社会参加の機会の促進は、健全な成長に不可欠であ

リ、青少年問題解決の重要な緒口なのである。しか

し、現状はそれをスムーズに実現しえない要因が、そ

れぞれの場に横たわっていることに気づかされる。

　家庭は小規模の核家族が大部分となり、家庭内で

十分な協働体験の機会が乏しいc加えて両親の適切

な役割行動を欠く家庭が多く、子どもにとって社会

化のモデルになりにくい。地縁、血縁から孤立した

家庭では地域との交流も稀薄で、世代の異なる他者

を理解したり協力する能力も育たない。

　今日の学校は、社会参加の訓練の場に程遠い。過

熱した進学競争と画一的管理主義の横行が、社会参

加にとって全く逆機能になってしまっている状況は

何とかならないものか．在学児童・生徒が青少年団

体や地域の活動に参加することも、学校の無理解、

非協力によって妨げられている事例は多い。

　勤労青少年にとって、職場も個性や能力を生かした

分業の場になりにくい傾向をもっている。企業間の

格差、職場の人間関係、労働時間などに対して不満を

もつ青年は、他の国に比較して、とびぬけて高い1第

3回世界青年意識調査）。職場が満足な社会参加の場

になりえないばかりでなく、労働時間の拘束が異常

に長いことから、職場外の活動への参加も困難にし

ているのである。事実、学生時代に積極的な活動をし

ていた青年が、就職したとたんに、それと無繰になる

例は筆者の周辺にも多く見うけられる。労使ともに、

この問題に真剣にとリ〈んでいくことが必要である。

　地域社会も大きく変化し、伝統的な共同体は崩壊

したといって過言ではない。子どもにとって、地域

世界の児童と母性

で子ども同志の活発なあそびや交流の経験を持つこ

とは困難となっている。子どものためにも、また、

来たるべき高齢化杜会のためにも、個の自覚と連帯

を基盤とする新しいコミュニティ形成は最重要の課

題である。とくに、社会参加の拠点となるボランタ

り一な青少年団体の育成は急務である。

　以上あげたように、青少年の社会参加の道は極め

て困難である。とりわけ日本の杜会が伝統的にもつ、

個の自由な発現を軽視し、画一化を尊ぷ風潮は権威

主義をはびこらせ、視野の狭さや思いやりの心の欠

如を生みやすい。（いじめはその典型であろう．）

　青少年が自らの存在に自信と誇りを持ち、小さな

ことでも自分の役割と責任を果たし、他の人々と協

力して何か意味のあることを達成する経験を、発達

課題に即して徐々に広げていけるように各方面が努

力しなければならない。

　欧米の国々では、子どもをめく’る同様の危機的状

況をかかえながら、一方では、子どもの時代にゆた

かな自己実現と協働の経験を保障する、青少年団体

活動や、地域のあそび場の整備（専門家がいて、子

どものグループやあそびを援助する遊園地など）は

格段に進んでいる。いいかえれば、在学青少年に対

する社会教育が、よく機能していることである。少

なくとも、この程度のことはわが国でも実現できて

当然のことではあるまいか。

　母と子の社会参加

　前項で述べたように、全体としてはネカティプな

状況の中にあっても、子どもの社会参加を促進する

果敢な実践活動は少なくない。その多くは子どもと
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共に親もまた社会参加を求め．他の親たちと連帯し

つつ進められるi舌動であるt

　その中には、i「・ども会育成会をはLめ、市町’村の

児童館などを背景に、子どもに関する知識や援助技

術を学習し、それを実践する「母規クラフ’コや、子

どもと共にすぐれた演劇を観賞することを推進する

「おやこ劇場」など、長い伝統や、全国的な組織の

ドに進められている活動も存在する．

　今回は、それよりも小さな単位で］．i’われている実

践の試みを粘介する．なせ．なら、このような1事例は、

ちiっとしたきっかけとニーズがあれば、だれでも、

ど二でもはじめることかできる活動だと考えられる

からてある．

　事例0浦和市よい本を読む運動推進委員会

　1967年浦和市にfセむ母親イ丁，むによってはじめられ

た運動で、次のような二つの事業を中心に活動を展

開してきた，’一・つは、青少年非行防止に関連する環

境浄化の一一環として、いわゆる有害図書の追放，もう

一
つは、f’どもと共に、よい本を読む読書会などの諸

活動である．後者について、もう少し詳しく紹介する

と、この会の会貝である母親たち（発足時約3U名、現

在81名｝か、市内の4つのプロ・クに分かれ、それぞ

れ公園のイく陰などを利用して、夏休みに近隣のfど

もたちを

集ダ）、本

を読んで

きかせる

活動‘隷

陰読～暑：活

動ヒ名つ 浦和市よい本を読む運動
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けられた‘にはヒまり、子どものためのプ・クガイ

ドの発行、児童図書館や（1泣図書館から地域への図

書の出6iい貸出しの斡旋｝、9・どもたちの読書サーク

’レグ）育成など、夏休み中に限らす日常的な活動に広

かってきた．地域のf’どもへのサービスのほか、母

毘だけの読書会や研修会などもさかんに行っている．

　映像文化や、ファミコン、電子ゲームに代表され

る感覚的で孤1虫なあそび．か多い現代の∫・どもの生活

にとって、よい書物との出会いの経験の持つ意味は

はかり知tLないほど大きい．ともに読書経験を交流

することにより、世代間のコ1ユニケーションもス

ムーズに行われる．人生への深い感動や他者への共

感、手斗学的な思考力などを｛中間と分かち合うことも

容易である。

　母親も二の運動を通して、わか∫㌘以外の1’・　t’もを

知リ、親とLて大人としての成長かはかられていく．

　事例②あゆみの会ファミリー’キヤンフ

　この活動は筆者自身が数年来直接にかかわ一ってき

たものである．t

　窄．者のFi斤属する大学は埼k県南部の衛▲1猪1；市の一

郭にあり、近年人nの過密さを加えてきたところで

ある，発端は10年ほど前、地域内のある幼稚園の一

室を利用させてもらい、学生の実習をかねて、自閉

症などの障害をもつ幼児や小学生を村象とする週1

回のグルーフ活動の開設である．もっはら学生か∫・

どもたちの遊び．相手となり、その聞、児竜発達臨康

を専攻する同僚のA助教｛受か母親とのミーティンク．

をもつという方法で4－5年間つつけられたか、初

期に参加Lたf’どもか大きくな一．たり、幼柑園側の

事情もあリ、二のク’ルーフを発展的に改組したのか、



　あゆみの会ファミリー・キャンプのひとこま

規とr一をt’」．象とするファミリー・キt・ンフを中心！

するrあゆ．みの会一である．この段階から？i者も参

加L、8日ヒ3｝1、i：どもたちの長期の休暇期問を

利川して、4日問のキャンプを行うようになり、5

年か経過した

　ちなみに、A氏も筆者も少年時代から同じi；1少年

団体IYMCA｝で、キ　t’ンフ．やク．tし一フワークを体

験して今日に至リ、それを通して身につけたノウ・

ハウを、それぞiL．の臨床や教育の実践に1、tl用するこ

とを心かけてきた．t二の活動も期せすしてその一環

とな’．．たわけである．

　’あゆみの会．、と名つけられた、この、規f・と協力

者の組織は約IU∩名の会員をもち、年2回のキ∵ンつ

のほか、7月末に．大学のフ．一ルを利用Lての水あそ

びの会、12月にクリスマスの会などの行事を行って

いるか、その大きな力にな．っているのは、大学生ポ

ランテ｛アである．これらの行’吾は、すべてかれら

の協力かなければ実現しえないか、同時にかれらに

と．．ンて、　この詞i験力・：まカ・‘）知！才しなL・ltζセ参加1と戸芦i号

の機会にな・．、ていることも事実で．ある

　さて．肝，L・のキャンフてあるh：、毎回、約15組の

親f．が参ijNし、それにIO数名の学生ボランティアか

！邑．畢〆．．魁命．と｝÷｝汚

lJ［iわリ、．へ氏ヒ＾P者かスタ．フとLて、準備から評

価までの一・UJを運営する．．最近は障害をもたないき

ょつだいやその友人など、いわゆる健常児も参加す

るのて、統．合教育的な実をあけることもてきる

　夏は尋く泳やハイキンク、冬はスキー、クロスヵン

トリー・スキー、雪．ちそひか中，心的なフロク．ラムと

なる．これらの媒体は、自閉的な傾向をもつ1：ども

か、上ヒ較的スムースに」直応しやすく、回を重ねる毎

に、　W1当ク）f1己≠Q・th／見べ・」コミュニケーションク）変fヒカ・

みられるようになる．また、親とi：か一緒に参加す

る二とにより、子どもの気持ちが安定し、集団への

参加も容易となる、規もキfンフ．て．は一人のキfi一ン

J・一 となり、フログラムに績極的に参加する　丁ど

もは、ほとんどの時間、メ｛学生のU一タ．一にゆた．ね

られている．そのことによソて規は1：から解放され、

自分も楽しみつつ他のノ＼々と交流する＝夜はf’ど

もか寝入r、てから、親とリーダー、スタ・フのミー

ティングか行われる．この機会が何．よりの楽し．みで

あること、わか．r一をありのままに見つh、受容し、

共に生きていく勇気を与・えられる原動力になること

を何人かの母硯か述懐している．

　いきさか我田lj「水のきらいなきにしもあらすであ

り、この’拮例は、社会参加を．より杭極的な社≦き奉仕

活動に限定tるとすれば、適当なモテ．Jレとはいえな

いであろう＝しかし、前項で強調したように、［1L］

実現と協働の経験を通じて、自身と入間関係を成長

発展させると二うに、社会参加の基本的な意．義があ

るのだヒすれば、このような試．みは、杜会参加を促

進する一つのステ・7として、また有効な方法とし

て、各）元面に広げていきたい活動であるとちえる
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特集・子どもと社会・文化1

海外帰国子女の異文化体験

なか　　　　　にし

中　　西
東京学芸大学教授

柘
晃

　t海外帰国子女の実態

　海外に長期滞在する義務教育相当年齢の子女数は

文部省の発表によれば、昭和61年5月ユ日現在、39．393

人に達している。その内、全日制日本人学校に通学

する子女は約40％であリ、現地校または国際学校に

在籍するかたわら、補習授業校に通学する子女は約

38％、そして9k　i）の22％弱は、現地校または国際学

校のみの通学者または不就学者となっている（図1

参照｝。これらの海外子女は世界各地域に滞在してい

るが最も多いのが北米で’、16，432人、っいでアジア、

欧州の順となっている（図2参照）。現地校や国際学

校等に通学する子女の地域別分布及びその数は図3

図1．昭和56～6｜年度・就学形態別在留邦人子女数

のようになり、北米が圧倒的に多いが、これは、全

日制日本人学校がアジア、中南米、中近東、アフリ

カを中心とする発展途上国、更に、欧州の非英語圏

地域に多く設置され、北米にはわずか2校設置され

ているにすぎないためである。

　一方、昭和60年度の帰国子女数は10，196人である

が、彼らの滞在地域及び在学校種別は明確ではない。

しかし、海外子女の42％が北米地域であることを考

えると、同程度の約4割の4，⑪00人は北米からの帰国

子女とみなしてよかろう。そして、その大半の者は

現地校に通学していたものと考えられる。

　そこで、本稿では北米地域に浩在し、現地校に通

学している子女に限定して、その異文化体験に触れ

年E
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｝

てみる。なお、東南アジア等に多い全日制日本人学

校に通学する子女の異文化体験は、これとは異にす

ることをあらかじめ断っておくc

　2．異文化への不適応とその克服

　生まれ育った母国を離れて海外に滞在した場合、

誰でもカルチ1・　一ショソクを受ける。特に、学齢期

の子どもが、日本語を教育の媒介手段としない現地

校または国際学校に編入学した場合、強烈な異文化

ショックを受け、学校で不適応症状を呈する。

　川英語が理解できないための不適応現象

　海外子女の不適応症状の原因は、学校で使用され

ている英語が理解できないため生じるのが一般であ

る。渡米後、英語を理解できるようになる時期は年

齢との相関が高い。小学校低学年｛3年生位）まで

の場合は、同年齢の外国人の子どもの使用する語彙

量もさほど多くなく、また、具象語がほとんどのた

め、英語を理解できるようになるにはそれほど時間

がかからない。早い者で半年、遅い者でも1年半位

昭和61年度

地域別在留邦人乎女数

胆：界の児童とio付

で自分の意思を相手に通じることができるようにな

る，小学校3年生で平均1年4ヵ月で自由に話せる

ようになり、また、2年程でアメリカ人の友人と同程

度の成績が取れるようになるという報告がある。こ

れに対し、小学校高学年以上になるともっと長い期

間か必要になり、英語を自由に話せるようになるの

に1年半から2年半程度はかか’｝　，アメ‘1力人並み

の成績が取れるようになるのに3年はかかるという。

従って、個人差はあるものの、子女が英語を理解でき

るようになるまでの間はかな1｝の心的葛藤がある。

　次の2つの手記のうち、最初のは入国1年半目に

当時を振り返った小学5年生のもの、2番目のは入

国8ヵ月目の中学生の作文である。

　1｝「アメリカの学校では一日がすごく長く感じた。び

　くびくしながら授業を受けていた。体中を耳にして、

　友だちの話す言菓を聞いていたけれど、早口でさっtx，）

　分からなかった。私は家に帰るとホ．ンとした。日本語が

　しゃべれるからである。日本語を使いたいという気持

　ちから、そのころの私は毎日、日記をつけていた。今日

　も学校では何も話さず、先生からわたされたぬり絵です

　　　　　　　　　　　ごした。家に着いたら大声で

昭和61年度

現地校・国際学校等在籍者数

　　　　　　　　　　　中南米2．4別人（6．3％）
　tt：i量璽　7↓開人U．8ρb）　　大洋州　1．281人（3．2％）

ア7リカ66…ノS｛1．7％〕

大洋州

759人

13．2％1

中南k
64s人
12．7％1

日本語をしゃべりまくった。」

寮「学期の初めに個人写真を

撮るのだが、（英語の指示が分

からなかったので）その代金を

当H持っていかなかったため、

結局、後回しにされて一番最

後に撮ってもらうという羽目

に陥ったcその上、写りも芳

しくなかったので、今でもそ

れを見る度に、あの時の惨め

さを思い出す。畳食時も困っ

た，いつも一緒に食べる友だ

ちか用事で来ないときなどは
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　何も知らされないまま一入ぽっちで食べることもしば

　しばであった。日本にいたら何事もなく済む事かアメ

　リカに来たばかりに、言葉か通じないばかりに苦労し

　なけtLばならないという不満が生じ、それが日本の中

　学へ帰りたい、友だちと冗談を言い合いたい、大声で

　笑いたい、という願望へつながっていった。」

　（2）不適応克服の過程

　アメリカの現地校に入学した子どもが先ず遭遇す

るのが英語を理解できないための不適応現象である

が、それを克服すると楽しい学校生活が送れるよう

になると、ほとんどの子女が指摘している。英語の

獲得には本人の努力もさることながら、周辺の友だ

ちの励ましや教師の的確な指導によるものが大きい、

この点、多民族国家であるアメリカ人の気質や．英語を

話せない人々への対応は日本とはかなり異質である。

　英語を理解できなかったころ、周囲の友だちがゆ

っくりとジェスチャーを混ぜながら話L、分からせ

ようとしてくれたなど、親切な扱いを受けた感想は、

大抵の者が抱いているようである。誕生パーティー

に呼ばれたり、クリスマス、ハロウィーン、感謝祭

などの行事に溶け込み、友だちと交友を深めていく

につれ言葉を覚えていく。また、先生からはいろい

ろと褒め言葉をもらって自信をつけていくなど、温

かい人間関係の中で英語を獲得していく様子がみら

れる。また、英語能力がそれほど必要でない算数・

数学に日本の．子どもがアメリカの・．f一どもに比べ優れ

ているのも自信につながるきっかけともなっている。

　ある小学生は日本とアメリカの編入生の取り扱い

を比較して、次のように書いている。

　嚢「tH本の学校で》隣のクラスにまっ青な目をした金

　髪の男の子が入ってきましたe日本語を一つもしゃべ

30

れないその一f－［ま、いつも一人ほっちで、その手はアメ

リカ人なら当り前のやわらかいうぶ毛かはえていまし

たので、皆気持ち悪がって手もつないであげませんで

した．。男の子かからかうと、その臼ま白い顔をピンク

色にして、わからない言葉で泣くように叫びました、

わたくしはアメリカに来て．英語のしゃべれない初め

の悶、みんなにとても助けられました。　「あなたの黒

い髪の毛とてもきれいね。」「日本て、すばらしい国な

のでしょう。」などといろいろやさしい言葉をかけてく

れました．私はニューヨークに来て一番うれしかった

事は、アメリカの友だちにやさしい気持ちをもちった

ことです。今の私にとって、肌の色も目の色も大事な

こととは思えません，大切なのはその人の心の中だと

思います。」

　3．異文化接触がもたらすもの

　アメリカの現地校に通学して帰国してきた子女に

は、滞在年数、滞在時期、更には個人の資質や性格、

両親の家庭教育などによって個人差はあるとしても、

現地校に通学し、アメ1）力社会の中で生活し、アメ

リカ文化に晒されて生活する以上、その影響を受け

るのは当然と言えよう。そして、彼らの持ち帰って

きた特性や能力は、日本で生まれ育った子どもたち

が持ち合わせていないものであり、一般的に言って、

日本の学校の教師からは高く評価されているもので

あるが、これはアメi）カの学校教育または友人など

の人閤関係から生じたものと考えられる。

　すべての者が持っているとは限らないか、異文化

体験によってどのような特性を身につけているのか、

その概要をまとめてみよう。

　ω言語能力の特性

　アメリカの現地校で数年学習してきた者は、英語

力に優れている。彼らはその国の人々と意思疎通の



手段として英語を習得している。それは友だちと議

論し、時には喧曄もできる英語力であって、日本国

内の生徒には習得し難い性質のものである。特に、

小学校高学年以上で帰国した者は、滞在年数の長い

者ほど、音声面だけでなく、読解力、作文力が秀で

ている。しかし、小学校低学年で帰国した者は、ま

だ文字言語として定着していないため帰国後しだい

に英語を忘却していく。

　（2）学習面の特性

　日本の学校の授業は教師の講義が多く、一方通行

に流れやすい。その中で帰国子女は疑問のことがあ

ると即座に質問し、疑点を正したり、自分の意見を

述べる。中学生や高校生では、講義申心の授業でな

く、討論をしながら進める授業を要求する。帰国生

徒はよく「なぜ」とか「なんのために」という質問

をする。これは学習の動機づけを大切にするためだ

という、高校教師の報告もある。

　（3｝個人的、社会的生活態度の特性

　①挨拶をよくする

　欧米では基本的生活習慣の一つとして、他入への

挨拶が子どもの頃より習慣化されている。帰国子女

はこの生活習慣の感化を受け、初対面の人に対して

も臆することなく、にこやかに挨拶する。

　②他者への礼儀をわきまえている

　くしゃみをしたり、人混みの中で触れあうときは

素直にあやまり、困っている人を助けたり、ドアを

後の人のために押さえてあげたり、エスカレーター

では左側を開けておくなど、社会生活上好ましい習

慣を身につけている。

③個人として望ましい資質を備えている

　　　　　　　　　　　　　　　　世＃の児章と栂性

　欧米の社会では個人の入格と自由を尊重する。学

校社会の中でも例外ではなく、生徒は自立・自助の

精神が旺盛である。これが国内の児童・生徒に比し、

個性に富んでいるとみなされるゆえんである。また、

自己を明確に表明するよう教育されているため、自

分の考え、意見を率直に、はっきりと相手に伝える。

　④複眼的思考力を備えている

　帰国子女は異文化の中で多様な事物に触れ、多様

な考え方を持つ人aと交流している。このことは、

彼らに広い視野を持たせ、自分たちとは異なる価値

観の存在を身をもって体得させていることになる。

すなわち、自分とは違う考え方のあることを理解し、

柔軟に対処し得る姿勢ができていると言えよう。

　⑤日本を客観的に認識できる

　帰国子女は異文化、異民族の存在を体験的に知っ

ている。その意味では国際感覚に優れていると言え

よう。異質な杜会や文化に関する理解を深めるとと

もに、自国の社会や文化を相対的、客観的に捉え、

認識していく。このようにして日本人としての自覚

をもつようになる。

　最初に断ったように、以上のような特性をすべて

の帰国子女が持っているとは限らない。年齢や滞在

期間との関係が深いし、パーソナリティが形成途上

にあり、他文化の影響を受けやすい小学校段階の子

女は、このような特性の存在自体も疑問視されるか

もしれない。しかしながら、青少年時代の異文化体

験は、彼らの人格形成に深くかかわりを持ち、従来

とは異なる日本人の出現を十分に期待しえるもので

あるe最後に、ヒューストン補習授業校中学生の石井

弘明君の作文「われわれ海外子女」の一部を紹介する。
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蚕「僕は．アメリカに来て6年にもなる。昨年、日本に一

時帰国Lて一一番に気づいた事は人の多い事だった、これ

は日本に行ったことのあるアメリカ人の意見とまったく

同じだ。僕は．アメリカに長い間いる間に、アメリカ人

化Lてしまったのだろうか．。しかし、そうでもない事も

ある．日本に帰って、東京についた時は涙がポロポロと

流れ出た。そして、大阪の道などを歩いていても、ふる

さとに帰ってきたという気持ちでいっぱいだった．やは

り、アメ‘1力人｛ヒしたことはしたが、まだ僕は日本人だ。

そしてH本人としての考え方などがまだのこっている事

に気つ「いた。

　僕は思う。いくら現地化していても．日本人であるこ

とを大切にしなくてはならない。海外子’女たちはそのよ

うな日本人社会と現地社会とのバランスをうまくもち、

生活しなくてはならない、非常に難しい立場にある。そ

ういうことが海外子女たちをユニークにすることだ。

　日本人社会と現地の社会のバランスとはそうたやすく

とれることではない。たとえば、僕が、アメリカの学校

で良い成績をとって、アメリカ人にほめられたら、ただ

「サンキュウー」と言い、そのほめ言葉をうけとめるtt

しかし、日本人の人から同じことを言われても、‘いやい

や。」と言って、自分からの自慢はけっしてしない。これ

はそう簡単にできる事ではないe二つの社会の間にいる

海外f’女たちはこのようなバランスをうまくとらねばな

らない。J

tieyF－i・女教育振興財団第5回海外子女文芸作品コンク

ー ル「地球に学ぷ」より｝

＊参考文献一●海外チ女教育の現状、文棉省●国際化時代の敦育，東京学

蕊大学治外チ女教育センター．削友杜●河野庖．白1禾臼本K子女の二岳語

使用と教科学習，梅外．f女教冑センター研究紀要集一塾

「気がね」について

みや　ささ

宮嵜　ゆかり
大妻女．F大学大学院生

　日本人の心理構造の中に、欧米

人にはほとんどみることのできな

い「気がね」〔他人に対して気を遣

うこと、あるいは、遠慮して自分

が本当にしたいことをしないでい

る状態1という意識がある。例え

ば、訪問先で食事を勧められた時、

相手に対する遠慮から「食．事をす

ませてきたelと答えるといったこ

とは、誰にでも経験のあることで

はなかろうか。

　和英辞典によれば、「気がね」は、

多くの場合、「consrraint」、「scru－

ple」という言葉が取り．ヒげられて

いる。そこで、数10名の欧米人に、

この2つの言葉について尋ねると

同時に．それぞれの国において「気

がね」の意激が存在するかどうか

を質問してみた。

　まず、この2つの言葉についてだ

が、前者は、「Economic　c。nstraints」

（経済抑制）「Time　conStraintS」時

聞制限）のように「抑制、制限、

束縛」といった意味で使われてい

る。後者は、「He　will　te旧ies　with－

OUt　scruple．」（彼は、良心の呵責な

しに嘘をつくだろう。）のように、

「道徳観念、良心の呵責、個人の

中でのルール」といった意味が強

く、この言葉が使われることは、

稀だということだった。このよう

に、英語には「気かね」に対する

適切な訳語がない。

　次に、欧米に「気がね」の意識

が存在するかどうかだが、それ以

前に「気がね」について理解でき

る者がいなかった。私自身、自己

主張を重んじる欧米で、他人に対

して「気がね」をしたことはなく、

目上の者に対してもはっきりと自

己主張をしてきた。

　では、なぜ日4人の心理構造の

中に、「気がねJが発達したのだろ

うか。それについては、現在．研

究中であるが、日本の社会構造が

「タテ社会」であり、上下関係を

重んじていること、また、平井信

義1大妻女’f’大学教授｝が述べて

いるように、わか国にみられる命

令的なしつけ、他人の目を気にす

るようなしつけが、自主性を抑制

し、自主性の発達を遅滞させ、日

本人の「気がね1に大きく影響し

てきたと思われる。
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国際会議

1986年国際社会事業
教育会議の焦点
平和と社会事業教育の進展

小 §
日本女子大学教授

お
蓉 子

　世界で最大の社会福祉会議が、昨61年8月より9

月にかけて東京で開催された。この国際社会福祉会

議は、社会福祉界の3大組織（国際社会事業学校連

盟、国際ソーシャルワーカー協会、国際社会福祉協

議会）の3つの大会を総合して、合同の会議事務局

を作り、下記の組織図のように統一的に実施したこ

とをまずご理解いただきたい。

　　第23回
国際社会事婁教育会議

　　こどもの城

　　第9回

　シンポジウム

gf’］

1日

　　第23回
国際社会福祉会議

　前半の第23回国際社会事業教育会議と第9回国際

ソーシャルワーカー・シンポジウムとは全体会議の

みを合同とし、青山の「こどもの城」を会場として、

8月27日より30日の4日間に世界60ヵ国から806人

の社会福祉教育者、ソーシャルワーク実践家を集め

て開催された。そのテーマは、社会福祉はたとえ施

設や技術がどれだけ高度化したとしても、平和とい

世界の児度と母性

う社会の基盤がなければ、すべてが崩れ去ってしま

うという現代世界の危機感から「平和をめざす社会

と人間的関係の構築」ということに定められた。

　一方、第23回国際杜会福祉会議は、開発の段階が

いかに異なる国々でも共通の福祉の関心事である課

題をとらえて、「家族とコミュニティの強化一福祉社

会の実現をめざして一」をテーマに行われた。

　以上の社会福祉関連会議を通じて最も深く討議さ

れたキーワードは、「家族・福祉・平和Jであった。

　L変貌する家族

　社会福祉が対応すべき人間の第一次集団である家

族の様相は、国によりまた時代によって変貌しつつ

ある。まず形態であるが、先進国では核家族、ひと

り親家族、単身赴任家族などを生み出すかたわら、

発展途上国にはいまだ複数世代家族、複合家族（何

組もの核家族が共存する型）などがある。また国際

的には多国籍家族も増加している。

　一方家族の構成員も、かつての血縁中心の同国籍

者家族のみならず、多国籍者家族、同胞同居家族、

同性者同居家族など以前には考えられなかった人間

の第一次集団か家族として登場している。

　家族関係を規定するものに、かつては法的手続き

を通した合法的な婚姻が普通で、子どもは普通嫡出

児であることが典型であったが、今日では（Vff意の

みの婚姻（内縁関係）、（2｝非嫡出の親子関係、（3）養子

縁組、（4）里親、里子関係、㈲職親、⑥老人・児童・

障害者などを受け入れる養育委託関係、など、現代
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　東京会議は幾多の新しいブ回グラムを満載するも

のとなったが、中でも聴衆の関心を最も引きっけた

ものが「思索は世界に、実践は地元で」というテー

マのもとで行われた世界5圏域の社会事業教育のパ

ネル討議であった。開発志向の社会事業教育を強調

するアフリカとアジア、教育も政治変革路線をゆく

ラテン・アメリカ、専門職訓練かち大学水準の社会

福祉教育への高度化を目ざすヨーロ・ソバ、広大な大

陸の中で、カIJプ海、中央アメリカ、カナダ、アメ

リカ合衆国と、各々の文化圏の確立に向けて努力し

ている北米。このパネル討議は世界中の社会事業教

育の新しい動きを浮き彫りにしてくれた。

　貧困な国と富める国、その較差かち地球レベルの

社会問題が発生する。それを放置することは正義に

反する。ウガンダのアンクラ教授が「平和とは戦争

がないことだけを意味するのではない」と述べた言

葉は強烈に世界平和の意味を教えてくれたのである。

　教育会議は平和理念のもとで、難民や戦禍の中で

の敵でさえも対象とする福祉教育、調査教育、異文

化社会福祉実践の比較論など、優れた80余編の論文

が発展途上国の新人も多く参加して発表された。東

京でのこの会議は、“教育会議の歴史始まって以来の

盛会”と称されるまでの高まりを見せた。この陰に

は長年、本会議のために準備を重ねてきた内外の役

員の先生方や、多くのボランティアのあったことを

忘れることが出来なV㌔世界の社会福祉の教育者た

ちは、1988年には西ベルIJンで再会することを約束

して会議の幕を閉じたのだった。

世＃の児童と母性

第9回
国際ソーシャルワーカー・

シンポジウムー概要と提言一

うえ　　　　　はら　　　　　み　　　ち　　　二

上　　原　　美智子
湯河原厚生年金病院医療社会事業部長

IFSW執行委員

　アイルランド、アメリカ、イスラエル、オースト

ラリア、カナダ、スェーデン、スリランカ、フ1リ

ピン、香港等世界各地からのクリスマス・カードや

年賀状が医療社会事業部の壁面を国際色豊かに彩っ

て1987年が明けました。これらのカードや年賀状は、

昨年8月27日から30日にかけて、東京・渋谷の「こ

どもの城」で開催された第9回国際ソーシャルワー

カー・シンポジウムに対する、各国ソーシャルワー

カー協会及びソーシャルワーカー個人からの感謝の

気持ちを伝えてきたお礼状でもあります。

　1．第9回国際ソーシャルワーカー・シンポジウム

　このシンポジウムは、国際ソーシャルワーカー連

盟（lnternational　Federation　of　Social　Workers略

称IFSW）が、世界の各国ソーシャルワーカー協会

の持ち回りで、隔年毎に開催している専門ソーシャ

ルワーカーの国際会議です。

　1928年に、パllでソーシャルワーカー国際事務局

（lnternational　Permanent　Secretariat　of　Social

Workers　）が設立されました。これがIFSWの前身
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